
クリスマスプレゼント
２３日（水・祝）は、妻の恩師にお誘いいただき、子どもと一緒に新宿区四谷三丁目にあるアンパンマンショップに行きました。

私も子どもも、初めて行ったのですが、子どもは、所狭しと並べられたアンパンマンのグッズを見て、目を爛々と輝かせていました。

色々と物色した後、クリスマスプレゼントとしていただいたのは、アンパンマンマーチの流れる小さなおもちゃでした。

子どもは、それがとても気に入ったようで、その後のご飯の最中も片時も手放さず、ひたすらアンパンマンマーチをかけ続けていました。

ところで、アンパンマンマーチの歌詞は、実は、大人が聞いても（大人だからこそ）結構考えさせられる内容になっていることをご存じで
しょうか？
気になる方は是非調べて見て下さい。きっと、おぉっと思うはずです。

ちなみに、子どもは、その後も、ことあるごとにアンパンショップ行く～と言っています。いたくお気に召したようでよかったです。

それでは、皆様、素敵なクリスマスをお過ごし下さい。

弁護士　黒澤　瑞希

 

忘年会シーズン
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年末年始は忘年会、新年会などでお酒を飲む機会が増えると思いますが、
みなさま、お酒の飲み過ぎには気を付けましょう。

弁護士　鴨田　譲

　

12/16つながるカフェ・クリスマス特別企画
つながるカフェは、生活保護を利用して生活している方が、ちょっと一息ついて
ほっとできる場所、そして、生活保護を利用する人と支援をする
人が交流できる場所です。詳しくは、　⇒　こちらを

クリスマス特別企画の景品を、たくさんの方から提供いただきました。
ありがとうございます。
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全国一斉生活保護ホットラインを実施しました。
 

昨日、日弁連主催の全国一斉生活保護ホットラインが行われました。埼玉弁護士会では、当事務所の会議室で９名の弁護士が電話相談を担
当しました。

「年金だけでは生活できずに生活保護の利用を考えている。」、「生活保護を利用しているが、保護費が減額されて生活がより一層厳しく
なった。」などの相談があり、埼玉会場だけでも100件以上の相談が寄せられました。

当事務所の鴨田譲弁護士がNHKニュースの取材を受けました。

NHK NEWS WEBホームページ　→　　こちら
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マイナンバー法　学習会
事務所の所員向けに、マイナンバー法の学習会をおこないました。
講師は、第一経理の社会保険労務士、加藤深雪先生にお引き受けいただき、
約１時間の講義の後、１０分程度の質疑応答がありました。

基礎的な内容を中心に、この制度の問題点にも触れつつ、わかりやすい説明で、
改めて考えさせられる良い機会となりました。

所員からは、様々な感想がありました。
「わかりやすくて、よかった。(この制度について)ちょっとしたこわさも感じた。」
「私はみんなオープンでいいと思っているので、う～ん。」
「個人カードをまだ受け取っていないけど、受け取らないで闘おうと思った。」
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「国民みんなが拒否したら、この制度は成り立たないと思った。」

私自身は、数年先を見据えたロードマップが、印象に残りました。
当初は、税と年金に利用が限定される話だったのに、ものすごい勢いで広がっていく、
ここまで管理国家になる必要があるのかなと、大いに疑問に感じました。

（事務局 荻原）

 

あなた自身が希望です
 

樋口陽一先生に、自由と安全の相関関係について、質問し、
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フェアな社会という土台が崩れているので、
自由を守ることは困難ではないですか、自由を守るための
希望はどこにありますかとたずねたところ、
自由（ここでいう自由とは個人の尊厳、多様性のある社会）を
守るための希望は、あなた自身にあると教わりました。

何だか、妙に感激しました。

埼玉総合の所員それぞれが自由を守るための希望であり、
その力を結集すれば、より道は開けるのだと
確信を持ちました。

 

弁護士　伊須　慎一郎
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スタート
私事で恐縮ですが、去る9月、第一子を無事に出産いたしました。

初産は時間がかかると言われていたので、まだまだだとたかをくくっていましたが、陣痛が始まってからあっという間だったので、予定し
ていた無痛分娩もかなわず、覚悟も決められないままに臨んでしまい、ものすごく痛かったです。

医療が発達したり、人間みたいなロボットが登場したり、世の中どんどん無機質に進化しているけど、お産は何だかとても原始的かつ感動
的で、人間も動物なんだなぁって感じました。

 

さて、今までは自分のやりたいように、勝手気ままに人生を送ってきましたが、これからはまた新しい人生のスタートです。

慣れない育児と、仕事の両立、旦那さんとの家事育児の役割分担など問題は山積みですが、

我が子の寝顔に癒されつつ、華麗に乗り越えていきたいと思っています。

 

弁護士　南木　ゆう

 

https://saitamasogo.jp/archives/67159


 

 

 

鶴見俊輔さんの詩と平和的生存権
 

深くねむるために　世界は　あり
ねむりの深さが　世界の意味だ
「かたつむり」

パリのテロリストによる市民の大量殺戮、
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それに対するシリアへの空爆。
暴力の連鎖が続く。

あまりにも弱い立場の市民の命が
奪われ続けることに対し、
私たちは、暴力の連鎖を断ち切り、信頼と対話で
世界を作り変えることはできないのでしょうか。

「われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と
欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を
有することを確認する。」（日本国憲法前文）

私たちの平和的生存権の理念を世界に広めることは、
現実を見ない理想論などではなく、
鶴見さんの言う全世界の市民の「深いねむり」に
つながるのではないでしょうか。

 

弁護士　伊須　慎一郎
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ミカンの木
３年前の事務所ニュースに、初孫娘の誕生のお祝いに庭に小さなミカンの苗木を植えたことを書きました。

孫娘は今年の１０月に４才になりましたが、背丈１メートルほどになったミカンの木には初めて３つの実がつきました。

一方の私は６８才を迎え、さて、孫娘が幾つになるまでその姿を見届けられるのか、などと想う年になったのです。

 

 

弁護士　梶山　敏雄
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司法修習生
弁護士になるには、司法試験に合格してから１年間、司法修習生として裁判官、検事、弁護士のまねごとをしながら勉強しなくてはなりま
せん。
私が修習生だった頃は１年ではなく２年でしたので、弁護修習も４ヶ月間やりましたが、今は２ヶ月弱ですのであっという間に終わってい
きます。

我が事務所には、今年も１月から１１月まで男女２名ずつ計４名の修習生が配属され、残すところあと１週間。その後には司法研修所での
最後の国家試験が待っています。この試験に合格すれば、晴れて法曹の道に羽ばたくことができます。
司法試験と違って、大半の修習生は合格する試験なのですが、落第率が低いだけに逆に緊張感が襲ってくるいや～～な試験です。つつがな
く希望の道に旅立っていってくれることを切に願っています。

修習生の指導担当に就くと、こちらもいろいろと刺激を受けます。
今年、私が担当した修習生は、もとはと言えば英語の専門の道を極め、旦那さんの転勤に伴って海外在住経験もあるほか、学校の先生、貿
易会社勤務、翻訳業などの職歴を持っています。かたや家庭では２人の大学生のお母さんであるだけでなくお嫁さん業にも。たいへんスー
パーな女性でした。
その彼女が一念発起してこの道へ。しかも必ずしもそのスーパーな能力を活かす方向ではなく、いわゆる町の弁護士が志望とか。

毎年、個性豊かな修習生に会いますが、その度によい刺激を受け、老け込むわけにはいかないことを実感します。
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弁護士　牧野　丘
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